
【家庭・地域との協働】

〈授業改善のテーマ・重点〉

自分の思いや考えを大切にし、意欲的に伝え合う授業
～全員が１つの考えに関わって思考し、つなげて発言する授業～

【授業改善】

・教師が、国語・算数において、自分の
考えや自分でまとめを書く時間を毎時
間５分以上確保し、発言を促し交流す
る
・教師がペアトークなど話し合い活動を
１日１回以上設定する

・連絡帳等での家庭と連携を密にする
・学級懇談等で、家庭学習の時間の確
保に向けて協力を依頼する

〈家庭・地域の検証指標〉

・家庭との連携を図る
・家庭学習の充実、宿題チェックのお
願いをする

〈取組指標〉 〈取組指標〉 〈家庭・地域の取組指標〉

児童
生徒
の

課題

指導
の

状況

　授業や家庭学習で練習問題をさせながら、基礎学力の定着を図ることはできていると言える。振り返りについては、よりねらいに対応
した振り返りをさせ、理解や考えを深められるようなものにしていく必要がある。自分の思いや考えを伝え合う授業については、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため、１学期前半は話し合い活動をできなかったが、6月以降少しずつ取組を進めていっている。また、互見
授業についても、コロナの関係で見通しがもてずに提案できなかった。

２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況
　朝活動では、毎週月曜日の「はなまるタイム」の他、水曜日は「学級タイム」として学習に関わる取組を、木曜日の「読書タイム」での朝
読書を行っている。学校研究の中で、「めあて・課題・まとめ・振り返り」のある授業や「聞く・伝え合う」活動を取り入れた授業を実践して
いる。また教え合いの場や机間指導の充実を図っている。家庭との連携や学級の雰囲気づくりなど、今後も工夫して進めていく必要が
ある。

１ 組織的な授業改善の取組状況

　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題

　５年生は、国語は領域別正答率を見ると、「我が国の言語
文化に関する事項」のみ県平均を下回っている。また、「文
章を書く」分野の正答率が低い。算数は「面積」分野の正答
率が低い。

　　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題

  ５年生は平均正答率は全国・県平均より高いが、算数が好
きかの問いに対して、好きと答えた児童の割合が全国・県平
均に比べて低い。

これまでの学力向上の取組に対する児童生徒の状況(授業及び授業以外の側面から）

　1学期の単元末テストの結果では、「知識・技能」の観点で国語84.9点、算数88.0点、「思考・判断・表現」の観点で国語87.3点、算数
79.7点となっており、全体としておおむね定着できているといえるが、低位の児童の底上げが必要である。また1学期の児童アンケート
では「自分の考え、まとめ、振り返りを書くことができた」が85％、「友だちに自分の考えを伝えることができた」が81％が「とてもそう思う」
「そう思う」と答えている。

【別紙様式１】

学力状況について 学習状況について

大分市立城南小学校　学力向上プラン１（９月）

学校教育
目標

自ら学び　豊かな心をもち　たくましく行動できる子どもの育成

育成を目指す
資質・能力

・自分の考えを持ち、発言できる　　・なかまの考えを大切にし、伝え合うことができる
・探究心を持って、学びを広げ深めることができる

・学校評価において「子どもは授業
が楽しいと言っている」と回答して
いる保護者が60％以上

・「話す・聞く・対話・説明・書く・描く」などの基礎・基本を身に付ける
・個別指導など、個に応じた指導
・家庭学習の習慣・学習規律の定着化
・対話の楽しさ、意義の実感。認め合い尊重し合う学級づくり

【授業改善以外の学力向上の取組】

学力に関する達成指標

○国語、算数の単元末テストにおいて「知識・技能」の観点、80点以上の児童が全クラス80％以上
○国語、算数の単元末テストの「思考・判断・表現」の観点、60点以上の児童が全クラス80％以上

〈検証指標〉 〈検証指標〉

・国語、算数の単元末テストにおい
て知識・理解の観点、80点以上の
児童が全クラス80％以上

・国語、算数の単元末テストの「思考・判
断・表現」の観点、60点以上の児童が
全クラス80％以上
・自分の思いや考えを進んで伝えた子
どもが60％以上

今後の
具体的
な取組

〈取組内容〉 〈取組内容〉 〈家庭・地域の取組内容〉
≪基礎学力の定着≫
・確かめ問題を解く時間の確保
・振り返りによる学習内容の定着
・はなまるＴで基礎基本の定着

≪自分の思いや考えを伝え合う授業≫
・自分の考えや思いを書く時間の確保
・ペアトークなど伝え合う・話し合う場を
設ける

・教師は、授業のまとめや導入での前時の復
習で、確かめ問題を毎時間行う
・教師は、授業のまとめや単元末に振り返りを
させる
・はなまるＴに、計算力・筆記力を高めるような
練習、プリント、ドリル学習を週1回以上行う

取組番号④


